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公益社団法人 全国スポーツ推進委員連合 

理 事 会 議 事 録 

 

 

１． 日 時 令和６年５月１７日（金） 午後２時～午後３時０６分 

 

２． 会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟３階３０７号室 

        （〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3 番１号）  

 

３． 出席者 代表理事・会長  阿達雅志 

理事・副会長   土谷忠昭 石川一美 廣瀬孝作 

専 務 理 事   柳沢和雄 

理    事   紺谷好範 石島邦行 飯田忠子 堤 卓雄 馬場 宏 

山本博一 斉喜博美 赤木弘蔵 城門政文 寺澤次雄 

          （理事１６名中１５名出席） 

監    事   西島 寛 中田 貢 

 
４． 議 題   

    定款第 22 条第 6 項により正・副会長及び専務理事の職務執行状況報告 
審議事項 
① 第１号議案 第６６回全国スポーツ推進委員研究協議会開催地（長野県）について 
② 第２号議案 令和５年度事業報告承認の件 
③ 第３号議案 令和５年度貸借対照表・正味財産増減計算書・財産目録承認の件 
④ 第４号議案 令和６年度定時総会開催日程について 

 
午後２時 開会 

 
５． 開 会 
○ 議長の選任 

    理事会の議長は、定款第３２条の規定により「会長がこれに当たる」と定められており、

阿達雅志会長が議長を務めることを確認した。 
 
○ 出席理事数の確認 
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 出席理事数について、理事現在数１６名中、１５名が出席し、定款第３３条第１項の要

件を満たし、本理事会は成立している旨の確認がなされた。 
 
○ 議事録署名人の選任 

定款第３４条第２項の規定により、阿達雅志会長と出席監事が本理事会の議事録署名人

となることの確認がなされた。 
 
○ 役員の職務執行報告 

    会長、副会長、専務理事から職務執行報告があり、阿達会長からは報告に加え次の発言

があった。 
現在、スポーツ関係者の中で「スポーツ基本法」の見直しを図る動きが始まっている。

その関連で、日本スポーツ政策推進機構から全国連合にもアンケートが来た。 
この機構は特別会員として JOC、JSPO などがあり、その下に競技団体が名を連ね、

遠藤利明衆議院議員が会長をやっている。そこで遠藤議員に、私から、スポーツ推進委員

は地方ごとに特色があり一律にアンケートに答えることは難しいと説明した。話の中で運

動部活動の地域移行も含めスポーツ分野で 15 万人ほど指導者が不足しており、それをど

う育成していくかが課題だということだった。私からは、地域スポーツや運動部活動の地

域移行に関して推進委員を忘れてもらっては困ると話をした。遠藤議員は、武庫川女子大

の先生（柳沢専務）と話をして推進委員の大事さは理解している、今後、政策担当が議論

するＰＴを立ち上げるが、その場合は柳沢先生などに入ってもらえればと提案を頂いてい

る。 
自民党のスポーツ立国調査会でスポーツ政策の見直しがなされているが、調査会の下

に「地域スポーツＰＴ」がある。そこが提言をまとめるときはスポーツ推進委員の名称を

入れてもらうよう求めている。 
全国連合の財政問題の議論をやっていくうえでも、競技スポーツを含めたスポーツ界

全体の中で、推進委員は地域で役に立っているということを認知してもらうことが大事だ

と考えている。 
 

６．議 事 
 ◆審 議 事 項 

① 第 1 号議案 第６６回全国スポーツ推進委員研究協議会開催地（長野県）について 
令和７年度に開催される第６６回全国スポーツ推進委員研究協議会について、長野県から

提出された現時点における開催要項（案）のとおり長野県で開催することを確認した。 
第６６回全国スポーツ推進委員研究協議会の開催地を長野県とすることとし、総会で確認

のうえ、スポーツ庁に報告することとなった。 
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②  第２号議案 令和５年度事業報告承認の件 
   柳沢専務理事から、令和５年度事業報告について、資料に基づき説明がなされた。 

その主な内容は、第６４回全国スポーツ推進委員研究協議会（青森県）、スポーツ推進委

員地区研修会の開催、ファミリー健康体力向上事業の実施、スポーツ推進委員リーダー養

成講習会の開催、生涯スポーツ・体力つくり全国会議２０２４の実施、機関誌「みんなの

スポーツ」の編集、専門委員会の開催など 
本報告に対し、特に質問･意見等はなく、令和５年度事業報告については、採決の結果、

異議なく承認された。 
 

③ 第３号議案 令和５年度貸借対照表・正味財産増減計算書・財産目録承認の件 
細矢事務局長から、資料に基づき説明が行われた。 
当初予算と比較して収益面では賛助会費収入やグッズ販売などが増加した。費用面では

体力測定ハンドブック増刷などで負担増となったものの旅費交通費の負担減で、当初予算

よりも赤字幅は抑えられた旨の説明があった。 
次に、中田監事から、監査を実施したところ「適正に処理されていることを確認した」

旨の監査報告があった。 
本説明・報告に対し質問･意見等はなく、令和５年度貸借対照表・正味財産増減計算書・

財産目録及び監査報告については、採決の結果、異議なく承認された。 
  

④  第４号議案 令和６年度定時総会開催日程について  
   令和５年度事業報告などを審議するため、令和６年度定時総会を招集する件が諮られた。 

協議の結果、令和６年度定時総会は６月１４日（金）午後１時から国立オリンピック記念

青少年総合センターにおいて開催し、総会終了後、昨年に引き続き会長間の意見交換会を実

施することとなった。 
 
７．定時総会後の会長間意見交換会の討議テーマについて協議した 
柳沢専務理事から、「スポーツとコミュニティ形成」といったテーマを検討している旨の報告が

あり、その背景には、高度成長期の社会状況と現在の置かれた状況はだいぶ変化しているこ

とが挙げられた。 
阿達会長：今、スポーツとコミュニティ、コミュニティそのものをどうするかということが日本

全体で問われている。特に災害が起きた時に問題になる。一方でコロナを経てスポーツへ

の関心は高まっている。スポーツといっても競技種目、競技につながる部活動もあれば、地

域コミュニティにつながっていく部活動もある。加えて最近はスポーツビジネスがある。

特に地方ではこれらの要素をどうつなげていくかという深刻な問題がある。先般の理事会

で全国連合の財政的問題が取り上げられたが、まだ自分でも考えているところだが、運営

していくうえで会費、寄付、助成、グッズ販売といった収入の部分はしっかり固めるのは組
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織の基本。他方、基本法の見直しでも推進委員制度を続けてもらうとして、国が作った制度

なのに財政的部分は地方交付税でばらつきが出ている。その意味で国からの助成は足りな

い気がする。スポーツ庁とも議論するが皆さんから意見を挙げてほしい。 
（以後土谷副会長が進行役を務める） 
土谷副会長 
 意見交換会のテーマは文書がないと意見を出しにくいのではないか。我々都道府県会長の意

識改革が求められるということだろう。各都道府県会長には問題意識をもって参加してもらい

たいと考えており、皆さんからの意見も頂戴したい。 
（意見）今は連携協働社会を作っていくことが求められていると考える。 
（意見）意識の改革は必要だが、自分たちがやっていることの改革なくして意識改革にはつな

がらない。今やっていることがそれでいいのか、どのようなことをやるかをまず考えてい

かないと意識改革にはつながらない。 
（意見）自分たちの改革を議論していくことも大事だと思うが、行政が推進委員をどう使うか

ということも大事だと思う。スポーツ庁が全国の教育長会議などで推進委員はこういうこ

とをやる存在なので、行政は推進委員を上手に使いなさいといったことを言ってほしい。

行政側の意識改革も必要だと感じている。 
（意見）行政の担当者はスポーツ推進委員のことをわかっていない人が担当し、3 年から４年の

短期間で交代していく。推進委員が企画運営して行政を乗せていく、本気度を引き出すこ

とが大事だと思う。 
（意見）今の話は担当が市長部局に変わってきていることも影響していると考える。 
（意見）行政がどうのというより、推進委員が行政を使うようにならなければうまくいかない。

行政がやってくれないと言っていては何もできない。担当者にはこちらからこういうこと

をするんだと指導していくことが大事だと考える。 
（意見）総合型の立ち上げは推進委員がやったこと。国の施策（基本法）の中で推進委員をしっ

かり立ち位置を明確にしてもらうことを阿達会長にお願いしたい。 
柳沢：東京都は 4 月初めに行政担当者を集めて研修を行っている。基本計画には行政担当者の

研修について書いてあるが国はやっていない。県のレベルで市町村担当者を集めて研修を

やってもらいたいと思っている。 
（意見）12 月頃に初任者研修をやり、そこに行政担当者の入る形でやっている。 
柳沢：初任者研修は推進委員の初任者というだけでなく、行政にも入ってもらうセットでやる

ということで、連合の事業の見直しも必要かもしれない 
土谷：意見交換テーマについて柳沢専務に調整してもらい、なぜこういう意見交換をやるのか

を理解しながら参加してもらうよう都道府県会長に文書を出してもらいたい。 
 我 （々都道府県会長）がやるべきこと、行政がやるべきこと、推進委員一人一人がやるべ

きこと、いろんな視点がある。色々意見が出てくるといい。 
（意見）事業をやるのに私のやり方は行政に対し「勝手にしないでください」というスタンスで
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いる。行政にアイデアがあるなら推進委員と相談してください、こちらにもアイデアがあ

るので提案するというやり方だ。そうしないと行政のお手伝いになってしまう。 
（意見）：意識改革は「情熱と熱意」。 
土谷：意見交換会では柳沢先生に導入をお願いする。 
 
８．閉会 

議長より、以上をもって理事会を閉会する旨の発言があり、理事会は滞りなく終了した。 
 

午後３時０６分閉会 
 
 

－－－－○－－－－ 
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令和６年５月１７日（金） 

 

以上のとおり議事録が正確であることを証し、署名捺印する。 
 

 
議事録署名人  議 長 
 

                                       ㊞ 
 
                  監 事 
                                       ㊞ 
 
                  監 事 
                                       ㊞ 
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